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小学校英語活動の進め方～知っておきたい『10 の原理・原則』～

１ 学校として共通化 《学校体制の中での取組》

・・・・・・（ここに総合的な学習の時間や国際理解教育との関連はありますが）

� 英語活動の目標（ねらい） ※ これらの段階においでも，系統立てて

� 英語活動で目指す子どもの姿 考えていかなければならないことがらが

� カリキュラム等 多くある。

ただ，今回については，割愛する。

２ 指導方法

� 英語活動といって特別視しない （小学校の教科・領域のなかの一つ）

� 多種多様な指導方法

・・・ よりよい指導方法を求めて互いに学び合う

指導方法の共有化（学校全体で）→簡単（準備が簡略・学級担任が実施可能）

→積み上げられた実践に裏打ち（楽しく・身に付く）

たくさんありますが，とりあえず最重要事項（基本中の基本）を１０項目集めて・・・

ＰｌａｎＢａｃｋｗａｒｄの考え方で！！原則 � 「英語活動の構成の原 ・・・・・

則」

〇 英語活動の流れを知る（教師も子どもも）

Ｗａｒｍｉｎｇ ｕｐ → ＩＮＰＵＴ → ＩＮＴＡＫＥ → （ＯＵＴＰＵＴ）

→ ＡＳＳＥＳＳＭＥＮＴ

原則 � 「言語材料の配列の原則」

１時間の中で取り扱う「新出言語材料」＝５～７単語〇

・・・・ＩＮＰＵＴ段階から取り扱う（時間内に身に付けることができるようにする）

〇 で，繰り返し使うことで文（Ｓｅｎｔｅｎｃｅ）や句（Ｐｈｒａｓｅ）はＩＮＴＡＫＥの段階

身に付けさせていく（長いスパンの中で繰り返す）

ＩＮＰＵＴの六原則〇

原則 � 「ＩＮＰＵＴの原則」（その
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１）

・ Ｕｓｉｎｇ ｖｉｓｕａｌ（カード・実物・写真・・・・・）

ｓ （Ｖａｒｉａｔｉｏｎ・・・スピード・回数）

・ Ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ

・ （Ｎａｔｉｖｅ Ｓｐｅａｋｅｒがベスト・・・音声教材の活用）Ｓａｍｅ Ｏｒｄｅｒ

・ Ｍｏｄｅｌｉｎｇ （動作を伴って）

・ Ｍｏｖｅｍｅｎｔ （チャンツ等・・・）

・ Ｒｈｙｔｈｍ

原則 � 「ＩＮＰＵＴの原則」（その

２）

音（Ｐｒｏｎｕｎｃｉａｔｉｏｎ）と効果的に結びつける〇

・ 動詞はＭｏｖｅｍｅｎｔ（Ｊｅｓｔｕｒｅ）が効果的

・ ３音節はチャンツに不向き ・・・・・・・・・などなど

原則 � 「ＩＮＴＡＫＥの原則」

アクティビティーは，「スモールステップ」で構成し〇

「フィードバック」をいつも念頭に置いておく

原則 � 「ＩＮＴＡＫＥ～Ｇｅｔｔｉｎｇ ｉｔ～の原則」

教師や友達と一緒に行う（Ｓｐｅａｋｉｎｇをともなう）活動〇

・・・・・ 間違うことや言えないことは，当然という学級の雰囲気が大切

・・・・・ 助け合ったり，教えあったりしながら進めることが大切

個々がＳｐｅａｋｉｎｇをするのは，Ｇｅｔｔｉｎｇ ｉｔの最終段階で・・・・・

（チェック・支援できる体制を組めることが望ましい）

「易」から「難」へスモールステップで構成〇

・・・・・ 「Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ」「Ｓｐｅａｋｉｎｇ」の効果的な配列

Ｓｃａｆｆｏｌｄｉｎｇ

＆原則 � 「ＩＮＴＡＫＥ～Ｕｓｉｎｇ ｉｔ～の原

ＳｍａｌｌＳｔｅｐ則」

「易」から「難」へスモールステップで構成〇
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・・・・・ 「Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ」「Ｓｐｅａｋｉｎｇ」の効果的な配列

「個」が活動する場面を意図的に設定〇

バランスの良いアクティビティーを配列（８ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅｓを視点に）〇

・・・・・ かたよったアクティビティーの積み上げは，子供たちのバランスのとれた

英語力につながらない

Ｗｅａｋ ｓｔｕｄｅｎｔｓへの配慮〇

原則 � 「ＯＵＴＰＵＴの原則」

無理なく，設定が可能な時にＯＵＴＰＵＴを位置付ける〇

ＯＵＴＰＵＴの四要件〇

原則 � 「ＡＳＳＥＳＳＭＥＮＴの原則」

〇 ～→評価規準へ見取りの観点～どの場面で，どのような観点で

ＩＮＰＵＴ・ＩＮＴＡＫＥ段階の確かなＡＳＳＥＳＳＭＥＮＴが「フィードバック」へ〇

原則 � 「ＴＴ（ティームティーチング＝ＡＬＴの活用）の原

則」

ＨＲＴ（ホームルームティーチャー）主導の英語活動〇

役割分担の明確化〇


